
 

 

    

        測量計算（TS・GPS）   

            A-SurveyPC 
 

Windows 

 

   

 

 
 

 

 

エース プロジェクト 

  2022/01 

 



Ver2.64.8 で追加された機能を説明します。 

 

・ワイヤーフレーム表示を追加 

・TIN点除外の指定を追加 

・3Dヘロン、面で計算 

・3Dヘロン、接続情報を CSV保存 

 

1、ワイヤーフレーム表示を追加 

   「放射トラバース」の画面の、2.64.6 で「TIN(F11)」を追加しました。 

  単に、TIN(三角形分割)を行うだけの機能です。 

  今回は、Android 版と同じく、TINを作成後にワイヤーフレームを表示します。 

 

作成した、三角形の数の確認で、「OK」を押すと表示します。 

 

 

 

 



マウスの、上下、左右へのドラッグで回転します。 

 

 

 

 



 同じく、「座標法面積計算」で、「土量(F9)」を押した後もワイヤーフレーム表示します。 

 

 

 

 

 

 

 



２，TIN 点除外の指定を追加 

   Android 版にも追加した、「TIN点除外」の機能です。 

 「放射トラバース」の「TIN(F11)」と「座標法面積計算」の「土量(F9)」にて共通です。 

 「除外(F10)」を押してから、点を指示します。 

  指示された点は、赤丸が付きます。 

  「TIN(F11)」、「土量(F9)」を押すと、指示点を含めないで TINを作成します。 

  現場データ保存で、現場に保存されますので次回も有効です。 

  もう一度、指示点をクリックすると解除されます。 

 

 下記は、T1,T2 を除外指示してから、TINを作成したものです。 

 

 

 

「座標法面積計算」で、内部の点を除外できますが外周点は計算では除外されません。 

 

 

 



3、3Dヘロン、面で計算 

  「3Dヘロン」機能は、画地を指示し自動三斜を行います。 

標高差を用いて斜距離によりヘロン法で面積を求めます。 

  画地の外周による、自動三斜ですので 

  内部に点がある場合は、考慮されませんでした。 

  今回、TINでの三角形分割が出来ましたので 

  面での計算が可能になりました。 

 

  下記は、画地外周による３Dヘロン計算です。 

 「3Dヘロン」にチェックを付けると、「土量(F9)」が「TIN面積(F9)」に変わります。 

 

 

 

 

 

 

 



この状態で、「TIN面積(F9)」を押します。 

「土量」の計算結果が表示されます。 

外周面積＝全体面積＝座標法面積となっている事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「OK」を押すと 3Dヘロンの結果が表示されます。 

座標法面積計算では、930.1552340 ㎡ 

3Dヘロンでの表面積は、1017.502921㎡になっています。 

 

 

 

三角形の番号は、綺麗に並んでいません。 

上から順番に、なっていませんね。 

これには、理由があります。 

次の、「3Dヘロン、接続情報を CSV保存」によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表を右にスライドすると、平面距離でのヘロンの結果が表示されます。 

 

 



「CSV」ボタンで、CSVファイルに保存されます。 

地番名.csv です。 

 

 

ヘロン法の面積の計算の質問がありましたので、記載しておきます。 

３辺の少数以下の桁数、丸めは「計算条件」の「ヘロン」です。 

使用する座標の桁数、丸めは「座標面積」の条件です。 

 

ヘロン法なので 

面積＝√s(s-a)(s-b)(s-c)  s=1/2(a+b+c) です。 

１個目のデータで、a,b,c=5.86,6.01,7.90 

s： 9.885=(5.86+6.01+7.90)/2 

s(s-a)(s-b)(s-c)=9.885(4.025×3.875×1.985)=306.0375921 

面積＝ 17.49393015 

になります。 

Sの値をそのまま使用しています。 

これが、A-SurveyPCでの計算です。 

 

 



4、3D ヘロン、接続情報を CSV 保存 

    川田テクノシステム（株）の V-nasを使用されいる方から、このソフトに 

   3D ヘロンの、結果データをキー入力しているが三角形の繋がりデータの 

   入力が大変手間なので、何とかならないかと要望がありました。 

   三角形の、３辺の距離を入力し図面化して行く入力です。 

   ②の三角形の a 辺は、①の三角形の c辺と接続しますという様に入力します。 

   これにより、図が完成します。 

   確かに、これは手間で苦労します。 

   本来は、V-nas が３Dヘロンに対応して頂ければ手入力も無く、すんなりです。 

   2D ヘロンの機能は有るとの事なので、V-nas に 3D ヘロン対応して頂けたらと思います・・・。 

 

    この様に、人力で大変な作業を助けるのがパソコンですね。 

A-SurveyPC でも、このプログラムを作成するのは、なかなか大変でした。 

    対応しましたので、使用してください。 

    

  画面の表では、一番右に 接続番号、接続辺の情報があります。 

 



 CSV保存を、行えば下記の様に保存されます。 

 ファイル名は、1_Vnas.csv の様に、地番名_Vnas.csv です。 

  

 
 

V-nas には、CSV ファイルから読み込む機能は無いとの事なので、この E,F,G,I,J の列のデータを 

コピー、ペーストして入力してください。 



TINによる、面の 3D ヘロンデータも、CSVに保存すると 

この繋がりの CSVが保存されます。 

この繋がりを作成しているので、三角形の番号が図の上から順番に並んでいない 

理由なのです。 

 

 



２７個の三角形ですが、これを入力するのは大変です。 

また、斜距離でヘロンの面なので図に歪が出て、このまま入力しても閉じた図には 

出来ないです。 

 

 

 

 


